
関係部課へお
まわし下さい

日 時

参加費

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL https : //www.jpi.or.jp/

参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用してのオンライン講演会（ウェビナー）になります。
申し込みは当会ホームページのJPIWEBフォーラム参加申込ページより登録いただくようお願いします。申込者にはウェビナー開
催の２日前頃に「ウェビナー招待メール」をお送りしますので、メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できずメールをお
送り出来ませんのでご注意ください。
・お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、確認の
上参加の準備を進めて下さい。
・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1人しか参加できません。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。

当会ホームページ URL：https : //www.jpi.or.jp/

１）個人情報は『公益社団法人日本包装技術協会 JPIWEBフォーラム』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内等のために利用させて頂きます。
２）参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

◆お申込は当会ホームページより、先着順とさせて頂きます。
◆お申込みが定員に達した場合、一社における参加人数に制限を持たせて頂く場合があります。
◆お申し込みは、JPIWEBフォーラム開催3日前までにお願いします。

定 員

【テーマ】ビール4社によるビールパレット（Pパレ）共同回収施策の全国展開
物流分野を協調領域と位置付けた協同取り組み事例

物流・ロジスティクスの分野では、近年の物流危機を背景に「標準化」、「共同化」、「シェアリング」の動きが加速しています。本ウェビナーにお
いては、ビール９型プラスチックパレット（略称：Ｐパレ）共同回収施策の事例を中心に、持続可能な物流を実現するために取り組んでいる内容
について、業界・当社の事例をご紹介します。
＜Pパレ共同回収施策の概要＞
酒類・飲料業界の輸送、保管に広く利用されているＰパレは、1992年にアサヒビール、キリンビール、サントリービール、サッポロビールのビ
ール４社間での共同使用・無選別回収（お得意先様から、メーカーごとに選別することなく回収すること）を開始して以来、全国の酒類・飲料メー
カーに共同使用の範囲を広げてまいりました。
このＰパレについて従来は「使用は共同、回収は各社独自」として運用されてきましたが、ビール４社間では「回収も共同」とする施策を全国展
開し、物流合理化による環境負荷低減、メーカー・流通双方の管理業務負担低減を実現しました。

【講 師】サッポログループ物流株式会社 ロジスティクスソリューション部ロジスティクスソリューショングループ 丸 山 武 史 氏

【テーマ】包装技術者の育成について
私は教育部門の専門家ではないので教育論について云々言えないが、若き技術者を育て送り出して来た経験から人材育成についての私論を述べる
ことにする。
育成について語る前に、まず、物事の始まりは「挨拶」であると考えている。そのような会社風土にして行かねばならない。
育てる相手は“関心のある人”を選ぶことである。包装技術に関心のある人は、一生懸命になるし成長もする。
教えるに当たっては、マニュアルやフォーミュラーとして手元に置いて見られるようなものを準備することである。目で見て耳で聞けば理解も早
いし、読み返すことも反復するにも役にたつ。
人を育てるコツは、古くからの先人たちの教えでもあるが「褒めて動かす」である。リーダーたるもの“褒め達”にならねばならない。
若き技術者たちには、企業の中では技術は与えられるものではなく、自分が主体になって習得するものである（今田克己氏）、ということを教え
て行かねばならない。

【講 師】㈱高木包装 顧問 細 田 基 則 氏

２０２１年１０月

2021JPI催しのご案内 10公益社団法人日本包装技術協会

―２０２１年度より本催しの名称が変わります―
2021年度より本催し（研究会）の名称をJPIWEBフォーラムとさせて頂きます。

2021年度につきましては、ウェビナー（WEBセミナー）で皆様に情報発信を致します。

●開催要領
①令和3年10月 5 日（火）13：30～15：00／②令和3年10月14日（木）13：30～15：00
③令和3年10月26日（火）10：30～12：00／④令和3年10月29日（金）15：00～17：00

JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 11,000円（1部会、税込） 300名

①10月5日（火） 13：30～15：00

②10月14日（木） 13：30～15：00

申 込 要 領

個人情報の取扱いについて

JAPAN PACKAGING INSTITUTE

♦裏面にもウェビナーのご案内がございます♦



氏 名

住 所

所 属

TEL/FAX

メールアドレス

【テーマ】340kgでも簡単組付け・開梱を実現！ 簡易モデルで包装設計するアイデアと実践
当社は冷凍サイクル技術をベースに『はたらく車』向けのエアコンや、住宅用及び設備用空調システムの開発・設計・製造を行っています。代表
製品であるバスエアコンを筆頭に、100kgを超える包装設計では、関わる生産性・荷役性・開梱性に渡るまでを要件定義として捉えて対応をし
ている。
本講演では、2020年日本パッケージングコンテストテクニカル包装賞受賞の製品をもとに、下記の解説をする。
①340kg製品の包装工数を低減するアイデア
②製品の開梱と荷降ろしを簡単にして、人に優しい包装材の提案
③包装に関する課題解決方法と考え方

【講 師】㈱デンソーエアクール 開発部 室長 原 口 裕 司 氏

参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用してのオンライン講演会（ウェビナー）になります。
申し込みは当会ホームページのJPIWEBフォーラム参加申込ページより登録いただくようお願いします。申込者にはウェビナー開
催の２日前頃に「ウェビナー招待メール」をお送りしますので、メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できずメールをお
送り出来ませんのでご注意ください。
・お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、確認の
上参加の準備を進めて下さい。
・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1人しか参加できません。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。

当会ホームページ URL：https : //www.jpi.or.jp/

【テーマ】コロナ禍が変えた物流の世界～変化する物流の未来を考える～
コロナ禍は、世界中の人々の社会生活、経済活動を大きく変えた。この変化の中で物流は人々の生活を支える社会インフラとして重要性が再認識
された。物流業界がもともと抱えていた労働者不足、ECビジネス増による少量多品種多頻度物流対応、環境問題、BCP等の問題解決が急務とな
った。コロナ禍により物流がどのように変化したか、アフターコロナに求められる物流課題と技術革新、物流DX、自動化事例等、変化する物流
の未来を考察する。

【講 師】生産ロジスティクス研究所 代表 青 木 規 明 氏

③10月26日（火） 10：30～12：00

④10月29日（金） 15：00～17：00

第９回「生産・包装・物流技術士による 技術士受験説明会」のお知らせ
2021年11月20日（土）Web開催
―生産・包装・物流技術士への道―

１．要 旨：｢生産・物流マネジメント｣技術士試験を目指す方々を対象に受験の仕組みと技術士の活動事例、合格の秘訣、
受験に当ってのQ&Aなどを分かり易く解説いたします。

２．内 容：技術士制度、技術士試験の内容、合格者の推移、技術士に望まれる資質など。
３．主 催：公益社団法人日本技術士会登録グループ 技術士包装物流グループ
４．後 援：公益社団法人日本包装技術協会、一般社団法人日本マテリアルフロー研究センター、

日本包装コンサルタント協会、日本包装専士会、日本包装管理士会、日本MH協会
５．コーディネーター：田中好雄氏「技術士（経営工学部門・包装及び物流）・包装専士・包装管理士」
６．パネリスト：最近の技術士第二次試験（生産・物流マネジメント）合格者ほか
７．日 時：2021年11月20日（土）14：00～17：30 （質疑応答を含め３時間30分を予定）
８．開催方法：Zoom を利用したWebによる開催
９．参 加 費：3,000円（お支払い方法を参加者に別途案内いたします。）
10．申込方法：下記項目を記載して2021年11月17日（水）までに下記担当者のメールアドレスへ送信し、お申込みください。

送信先（担当）：技術士包装物流グループ 橋本香奈宛 k-hashimoto@kangiken.net

お問い合わせ先：技術士包装物流グループ（橋本香奈）
URL : http : //www.jplcs.com/


